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県
民
参
加
の
民
主
県
政
を
め
ざ
す
埼
玉
各
界

連
絡
会

第₂₀₃号
2019年７月1日

民
主
県
政
の
会

５
月
の
連
休
中
に
県
内
各
地
を
襲

っ
た
突
然
の
ひ
ょ
う
で
、
少
な
く
な

い
農
家
が
被
害
を
蒙
り
ま
し
た
。
と

く
に
上
尾
・
伊
奈
の
梨
農
家
の
被
害

は
壊
滅
的
で
、
深
刻
な
事
態
に
陥
り

ま
し
た
。
秋
山
議
員
は
「
５
市
１
町

を
特
別
災
害
指
定
し
た
が
現
状
で
は

支
援
が
不
十
分
。
被
害
に
あ
っ
た
農

家
の
方
に
直
接
会
い
、
全
力
で
支
え

る
決
意
を
示
し
て
ほ
し
い
」
と
知
事

に
迫
り
ま
し
た
。
上
田
知
事
が
「
先

頭
に
立
っ
て
し
っ
か
り
支
援
す
る
」

と
答
弁
す
る
一
幕
も
。

ま
た
乳
幼
児
医
療
費
助
成
で
は
、

県
内
21
自
体
で
実
現
し
て
い
る
1₈
歳

ま
で
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
や
、
窓

口
払
い
の
検
討
を
迫
り
ま
し
た
。
知

事
は
、
窓
口
払
い
は
検
討
す
る
と
答

え
ま
し
た
が
、
就
学
前
の
児
童
は
病

県
議
会
６
月
定
例
会
が
７
月
５
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
６

月
₂₄
日
は
日
本
共
産
党
新
人
の
秋
山
も
え
議
員
が
初
質
問
に
立
ち
、
降
ひ
ょ

う
被
害
農
家
支
援
や
乳
幼
児
医
療
費
助
成
、
国
保
税
問
題
な
ど
で
県
民
の
く

ら
し
の
実
態
を
示
し
て
質
問
し
答
弁
を
求
め
ま
し
た
︵
写
真
︶。

年
は
、
国
の
悪
政
か
ら
県
民
を
守
る

防
波
堤
と
し
て
の
県
政
の
役
割
を
放

棄
し
、
子
育
て
支
援
や
医
療
で
も
障

害
者
支
援
で
も
、
国
に
習
っ
て
い
っ

そ
う
県
民
負
担
を
増
や
す
施
策
の
連

続
で
し
た
。
上
田
知
事
の
言
う
「
改

革
」
は
、
県
職
員
を
大
幅
に
減
ら
し

て
、
本
当
に
必
要
な
県
民
サ
ー
ビ
ス

を
削
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
県
政
を
「
誰
が
や
ろ
う
と
方
向

性
は
決
ま
っ
て
い
る
」
と
継
続
さ
れ

て
は
困
り
ま
す
。
県
民
の
切
実
な
要

求
に
照
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策

を
打
ち
出
し
、
ま
た
そ
の
政
治
的
力

量
と
信
頼
性
が
ど
う
か
判
断
さ
れ
る

か
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

気
に
か
か
り
や
す
く
保
護
者
の
負
担

も
重
い
。
今
は
こ
こ
の
改
善
を
は
か

る
の
が
大
事
で
あ
り
、
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
は
で
き
な
い
と
の
答
弁
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
県
立
高
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
、
県
の
「
魅
力
あ
る
県
立
高
校

づ
く
り
第
１
期
実
施
方
策
（
案
）」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
秋
山
議

員
は
具
体
的
に
提
案
さ
れ
て
い
る
県

立
児
玉
高
校
と
飯
能
高
校
廃
止
に
つ

い
て
、
地
域
に
か
け
が
い
の
な
い
県

立
高
校
を
廃
止
し
な
い
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。
県
教
育
長
は
「
県
内
の

子
ど
も
は
６
千
人
減
少
す
る
。
１
学

年
５
学
級
以
下
の
学
校
は
廃
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
数
字
を
機
械
的
に

当
て
は
め
て
「
廃
止
あ
り
き
」
の
答

弁
を
行
い
ま
し
た
。
秋
山
議
員
は
両

校
と
も
歴
史
や
伝
統
が
あ
り
、
地
元

か
ら
も
中
止
を
求
め
る
意
見
が
あ
げ

ら
れ
て
お
り
「
そ
の
声
を
軽
視
す
る

一
方
的
な
廃
止
は
許
さ
れ
な
い
」
と

厳
し
く
詰
め
寄
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
正
規
の
国
保
証
発
行
や

県
立
ろ
う
学
園
の
増
設
、
性
暴
力
被

害
者
の
た
め
の
病
院
拠
点
型
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
知
事
選
挙
の
日
程
が
確
定

し
、
新
聞
な
ど
で
予
定
候
補
者
の
顔

ぶ
れ
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
主
県
政
の
会
で
は
幹
事
会
や
役

員
選
考
委
員
会
で
最
終
的
な
判
断
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
７
月
４
日
に
は

参
院
選
挙
が
公
示
さ
れ
、
候
補
者
が

決
定
さ
れ
れ
ば
、
参
院
選
と
同
時
進

行
で
急
い
で
活
動
を
広
げ
る
重
大
な

局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
上
田
清
司
知
事
が
今
期
限

り
で
知
事
を
退
任
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
希
望
の
党
の
行
田
邦
子
参
議

院
議
員
、
国
民
民
主
党
の
大
野
元
裕

参
議
院
議
員
が
知
事
選
へ
の
立
候
補

を
表
明
。
さ
ら
に
元
プ
ロ
野
球
選
手

で
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
の
青
島
健
太

氏
が
自
民
党
の
推
薦
を
受
け
出
馬
す

る
意
向
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

上
田
知
事
は
６
月
1₅
日
の
記
者
会

見
で
「
改
革
の
成
果
と
方
向
性
が
出

て
き
て
い
る
。
誰
が
や
ろ
う
と
一
定

の
方
向
性
は
決
ま
っ
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
し
か
し
上
田
県
政
の
1₆

降ひょう被害、乳幼児医療費
助成、県立高校統廃合問題な
どで県に迫る
県議会６月定例会で秋山もえ議員が初質問

県
知
事
選
挙
は

 

重
大
な
判
断
局
面
に



民主県政の会ニュースはホームページからもご覧いただけます。http://www.saitama-minsyukensei.jp/
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
以
下
、
県

教
委
）
は
、
６
月
19
日
、「
魅
力
あ

る
県
立
高
校
づ
く
り
第
１
期
実
施
方

策
（
案
）」（
以
下
、「
第
１
期
実
施

方
策
（
案
）」）
を
非
公
開
の
会
議
で

協
議
し
、
そ
の
後
公
表
し
ま
し
た
。

県
立
児
玉
高
校
・
飯
能

高
校
を
廃
止
に

「
第
１
期
実
施
方
策
（
案
）」
の

県
教
委
が
県
民
コ
メ
ン
ト

を
求
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

多
く
の
ご
意
見
を
届
け
て
く

だ
さ
い
。

①
募
集
期
間

６
月
24
日
（
月
）
〜
７
月

23
日
（
火
）
ま
で
。

②
方
法

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
を
明
記

す
る
。

③
送
付
先

（
郵
送
）
〒
３
３
０
―
９

３
０
１
（
住
所
は
省
略
で

き
る
）

埼
玉
県
　
教
育
局
　
県
立

学
校
部
　
魅
力
あ
る
高
校

づ
く
り
課

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
４
８
―
８

３
０
―
４
９
５
１

（E
m

ail

）

a6
7
8
0
@

p
re

f.saita 

m
a.lg

.jp

※
件
名
は
「
魅
力
あ
る
県
立

高
校
づ
く
り
第
１
期
実
施

方
策
（
案
）」
と
す
る
。

＊
注
意
：
電
話
等
で
の
口

頭
で
の
意
見
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。「
児
玉
白

楊
高
校
と
児
玉
高
校
を
統
合
し
、
現

在
の
児
玉
白
楊
高
校
の
場
所
に
、
地

域
産
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る

高
校
を
設
置
す
る
。
こ
の
新
校
は
農

業
に
関
す
る
学
科
、
工
業
に
関
す
る

学
科
及
び
『
実
学
』
を
重
視
す
る
普

通
科
の
併
置
校
と
す
る
。
基
礎
的
な

学
力
の
定
着
に
重
点
を
置
き
、
学
び

直
し
の
た
め
の
科
目
を
設
定
す
る
。

地
域
と
の
交
流
を
進
め
、
地
域
に
貢

献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、

地
域
の
教
育
力
を
積
極
的
に
活
用
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
飯
能
高
校
と
飯
能
南
高
校

を
統
合
し
、
現
在
の
飯
能
高
校
の
場

所
に
進
学
を
重
視
し
た
地
域
と
協
働

す
る
高
校
を
設
置
す
る
。
こ
の
新
校

は
、
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
地
域

と
の
協
働
に
よ
る
探
究
的
な
学
び
を

実
践
す
る
な
ど
、
進
学
に
重
点
を
置

い
た
普
通
科
高
校
と
す
る
。
地
域
を

題
材
と
し
た
探
究
活
動
を
通
し
て
、

地
域
と
協
働
し
た
課
題
解
決
や
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
。
英
語
４
技
能

の
確
実
な
習
得
等
、
大
学
入
学
者
選

抜
改
革
に
対
応
し
た
教
育
活
動
を
展

開
す
る
。
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て

協
働
学
習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活

用
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
２
校
と

も
２
０
２
３
年
に
開
校
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

中
学
校
生
の
減
少
を 

理
由
に
全
県
で
８
校

〜
15
校
廃
止

２
０
１
８
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た

「
魅
力
あ
る
県
立
学
校
づ
く
り
実
施

方
策
策
定
に
向
け
て
（
再
編
整
備
の

進
め
方
）」
で
は
、
公
立
中
学
校
の

卒
業
生
が
２
０
１
７
年
３
月
の
６
万

２
千
人
か
ら
２
０
２
９
年
３
月
の
５

万
６
千
人
と
12
年
間
で
約
６
千
人
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
必
要
な

学
校
数
を
１
２
１
〜
１
２
４
校
と
し

て
い
ま
す
。
現
在
県
立
高
校
は
１
３

４
校
で
あ
る
た
め
２
０
２
９
年
ま
で

に
南
部
、
さ
い
た
ま
及
び
県
央
地
域

か
ら
は
２
〜
４
校
、
南
西
部
、
川
越

比
企
及
び
西
部
地
域
か
ら
は
２
〜
４

校
、
東
部
及
び
利
根
地
域
か
ら
は
２

〜
４
校
、
北
部
及
び
秩
父
地
域
か
ら

は
２
〜
３
校
の
再
編
整
備
を
検
討
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

統
廃
合
で
な
く
、
学
級

定
数
を
30
人
以
下
に

地
域
か
ら
学
校
を
な
く
す
と
ど
う

し
て
も
都
市
部
に
人
は
流
れ
出
し
、

地
域
は
ま
す
ま
す
疲
弊
し
て
い
き
ま

す
。
自
転
車
や
バ
ス
な
ど
を
利
用
し

時
間
を
か
け
て
遠
い
高
校
ま
で
通
う

こ
と
に
な
り
、
通
学
費
は
家
計
を
圧

迫
し
ま
す
。
高
校
へ
進
学
し
た
い
中

学
生
の
選
択
肢
を
減
ら
す
こ
と
に
な

り
、
学
習
権
を
侵
害
し
ま
す
。
生
徒

数
が
減
少
し
て
い
る
今
こ
そ
、
埼
玉

県
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

統
廃
合
で
は
な
く
、
学
級
定
数
を
30

人
以
下
に
し
、
教
育
条
件
の
整
備
と

教
職
員
の
大
幅
増
員
す
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

県立飯能高校（学校ホームページより）

新
た
な
高
校
統
廃
合
に
反
対
す
る

「
魅
力
あ
る
県
立
高
校
づ
く
り
第
1
期
実
施
方
策（
案
）」
に
つ
い

て
の
見
解�

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
　
新
島 

善
弘
　
中
央
執
行
委
員
長

「魅力ある県立学校づくり」で県教育�
委員会が県民コメントを求めています
▶︎多くご意見を下記に届けてください


